
  

■
 出
前
ワ
ー
キ
ン
グ
 
開
催
状
況
一
覧

 

市
県

国

栗
東

市
栗

東
市

役
所

２
階

　
農

業
委

員
会

室
平

成
2
0
年

3
月

1
7
日

1
3
:3

0
～

1
6:

0
0

農
林

課
、

都
市

計
画

課
土

木
管

理
課

農
政

課
、

河
港

課
流

域
治

水
対

策
室

調
査

課

野
洲

市
野

洲
市

役
所

西
別

館
２

階
　

会
議

室
平

成
2
0
年

3
月

1
9
日

9
:0

0
～

1
1:

3
0

農
政

課
 、

都
市

計
画

課
生

活
安

全
課

 、
道

路
河

川
課

農
政

課
、

河
港

課
流

域
治

水
対

策
室

調
査

課

大
津

市
大

津
市

役
所

新
館

２
階

　
災

害
対

策
本

部
平

成
2
0
年

3
月

1
9
日

1
3
:3

0
～

1
6:

0
0

農
業

委
員

会
、

農
林

水
産

課
総

合
防

災
課

、
建

築
指

導
課

開
発

調
整

課
、

都
市

計
画

課
河

川
課

農
政

課
、

河
港

課
流

域
治

水
対

策
室

調
査

課

草
津

市
草

津
市

役
所

２
０

１
会

議
室

平
成

2
0
年

3
月

2
1
日

9
:3

0
～

1
2:

0
0

建
築

指
導

課
、

危
機

管
理

室
都

市
計

画
課

、
農

業
委

員
会

農
林

水
産

課

農
政

課
、

河
港

課
流

域
治

水
対

策
室

調
査

課

守
山

市
守

山
市

役
所

３
４

会
議

室
平

成
2
0
年

4
月

3
0
日

1
5
:0

0
～

1
7:

0
0

道
路

河
川

課
、

都
市

計
画

課
建

築
開

発
課

、
開

発
指

導
室

農
業

委
員

会

農
政

課
、

河
港

課
流

域
治

水
対

策
室

調
査

課

対
象

市
町

名
及

び
場

所
開

催
日

時

担
当

部
署

 

参
考
資
料
－
３
 
 
 
 
（
20
08
/7
/2
8）
 

第
９
回
 
琵
琶
湖
湖
南
流
域
 

 
水
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
協
議
会
 

1



 
 
土地利用のあり方検討の必要性について 

 
１. リスクマネジメントの考え方 

1) リスクコントロール 

・ハード対策（河川改修、流域対策） 
・ソフト対策（規制、指導、周知、広報） 

 
2) リスクファイナンス 

・水害保険制度（公営、民間） 
 
 

 

２. 土地利用のあり方の検討イメージ 

 土地利用のあり方については、以下のフローで検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「今後の治水対策の方向性に関する研究（洪水保険制度を

切り口とした今後の動向検討）」JICE REPORT vol.4 

栗東市 

H20.3.17 13:30～16：00 

①危険箇所はどこなのか？

②なぜ危険箇所に住まうのか？

氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによ
る危険箇所の抽出

⑤対策案として何が考えられるか？ ⑥現行法令にはどのようなものが
あるか？

⑦行政として何をするのか？
　土地利用の規制はできないか？
　・現行法令による適用
　・県や市の条例の新設

④行政による規制･指導の実状は？
　・規制･指導の実状
　・規制･指導にあたっての課題

危険箇所
の実状把握

規制 ･指導
の実状把握

土地利用の
あり方の検討

③守るべきものは何か？
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狭窄部狭窄部

３.土地利用のあり方について 

3.1 危険箇所の実状把握 

3.1.1 危険箇所について 

 危険箇所は、以下のように考える。 
 
 ①危険箇所の定義 

 浸水想定区域図などから人命や資産に

被害が生じると想定される範囲の内、ハ

ード整備等で被害の軽減を図ることが困

難な箇所。 
 
 ②危険箇所のイメージ 

(1) 琵琶湖周辺の低平地（内湖を埋め立てた干拓地など） 

低平地（干拓地など）低平地（干拓地など）

 
(2-1) 築堤河川の合流部周辺 

築堤河川

築
堤
河
川

築堤河川

築
堤
河
川

 
 

(2-2) 狭窄部の上流部周辺 

 

 

 

 

(2-3) 連続盛土（盛土構造の道路・鉄道など）の上流部周辺 

連
続
盛
土
（鉄

道
・道

路
な
ど
）

連
続
盛
土
（鉄

道
・道

路
な
ど
）

 

河川・水路 等

浸水深が大きくなりやすい箇所

【凡例】

河川・水路 等

浸水深が大きくなりやすい箇所

河川・水路 等

浸水深が大きくなりやすい箇所

【凡例】

浸水範囲（現況）

浸水範囲（整備後）

土地利用のあり方を
検討する危険箇所
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3.1.2 危険箇所に住まう理由 

 実際に住まうまでには、以下の過程を踏むことになる。 
①住居場所の選択 

②家屋の購入あるいは建築 

 
 危険箇所に住まうまでの行動を実施する際の選択肢や問題点を以下に整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3.1.3 守るべきものは何か？ 

土地利用のあり方を検討する上での守るべきものとしては、以下のものが考えられる。 
①人命を守る 

②財産（家屋、農作物等）を守る 

 
 

危険箇所に住まう
までの行動 主な選択肢 問題点

・代々その地域に住んでいた。

・その地域に土地を持っていた。

・危険箇所と知らず何らかの理由で選定した。
　（経済的な理由、職場への便、周辺環境等）

・危険箇所と知りつつ、覚悟の上で選定した。
　（経済的な理由、職場への便、周辺環境等）

・建築事務所･工務店に依頼し、自分の土地に家
屋を建築する。

・業者により、新規造成された土地に立てられ
た家屋を購入する。

・不動産業者の仲介で家屋を購入する。

①住居場所の選択
(個人)

②家屋の購入
あるいは建築
（業者）

危険箇所における家屋
の購入や建築が制限さ
れていない。

危険箇所を含めた洪水
による被害の情報につ
いて周知されていな
い。
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3.2 行政による規制・指導の実状把握 

行政による規制･指導に関する実用を把握するため、以下の項目について議論する。 
 
①規制・指導を実施している場合 

   ・規制・指導の内容 
・実施上の問題点や課題 

 
②規制・指導を実施していない 

・実施を妨げる課題 
 
 
3.3 土地利用のあり方の検討 

3.3.1 対策案として何が考えられるか？ 

「対策案として考えられること」について、規制・指導・周知・広報に分類し、考えられ

ることを以下にまとめた。 
 

①集団移転の促進 危険箇所での住居を規制 
②住居の禁止 
③住居の耐水化を指導 危険箇所での土地利用方法を指導 
④冠水に強い品種への転作を指導 

危険箇所情報を周知 ⑤不動産取引時の周知の義務化 
危険箇所情報を広報 ⑥危険箇所情報（ハザードマップ等）の公表 

⑦防災意識の啓発活動 
 
 
3.3.2 現行法令にはどのようなものがあるか？ 

危険箇所に対する対策を考えるにあたり、関連法令などを次頁にまとめた。 

 
 
3.3.3 行政として何をするのか？ 

「対策案として考えられること」を踏まえ、「行政として何をするのか」について、 
別紙でまとめた具体的な危険箇所とその現状の土地利用を踏まえて議論する。 
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災
害
に
対
し
土
地
利
用
の
規
制
・
指
導
・
誘
導
・
周
知
を
促
す
法
律
（
一
部
条
例
、
指
導
要
綱
）

法
律
・
条
例
・
指
導
要
綱

条
文
要
約

県
担
当
課

適
用
事
例

備
考

砂
防
法

第
２
条
　
砂
防
施
設
及
び
砂
防
の
た
め
に
利
用
を
禁
止
す
る
区
域
を
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
。

第
４
条
　
第
２
条
で
指
定
し
た
区
域
を
都
道
府
県
知
事
が
利
用
の
制
限
や
禁
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

砂
防
課

地
す
べ
り
等
防
止
法

第
３
条
　
地
す
べ
り
区
域
や
地
す
べ
り
の
影
響
が
及
ぶ
範
囲
で
、
被
害
が
生
じ
る
区
域
を
地
す
べ
り
防
止
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
18
条
　
地
す
べ
り
防
止
区
域
内
で
開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

２
　
許
可
の
申
請
が
あ
っ
て
も
、
地
す
べ
り
の
防
止
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。

〃

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律

第
２
条
　
「
急
傾
斜
地
」
と
は
、
傾
斜
度
が
30
度
以
上
で
あ
る
土
地
を
い
う
。

第
３
条
　
都
道
府
県
知
事
は
急
傾
斜
値
の
崩
壊
の
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
や
そ
の
影
響
が
及
ぶ
範
囲
に
お
い
て
、
住
民
に
被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
第
7条
の
行
為
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
区

域
を
急
傾
斜
値
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
７
条
　
左
の
第
７
条
の
1～
6の
行
為
を
行
う
際
に
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
し
て
は
い
け
な
い
。

〃

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律

第
６
条
 急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
り
被
害
が
発
生
す
る
区
域
で
、
特
に
警
戒
体
制
の
整
備
が
必
要
な
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
８
条
　
第
6条
で
指
定
し
た
土
砂
災
害
危
険
区
域
内
に
お
い
て
、
建
築
物
や
住
民
の
生
命
に
著
し
い
危
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
区
域
で
は
、
開
発
行
為
の
制
限
や
建
築
物
の
規
制
が
必
要

な
区
域
を
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
９
条
　
特
別
警
戒
区
域
内
で
は
、
開
発
に
よ
り
建
築
を
行
う
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
17
条
　
特
別
警
戒
区
域
内
に
お
い
て
所
定
の
対
策
が
完
了
し
た
場
合
は
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
。

第
18
条
　
第
17
条
で
の
公
示
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
建
築
物
の
建
築
が
禁
止
さ
れ
る
。

〃

都
市
計
画
法

第
７
条
　
都
市
計
画
区
域
で
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
（
市
街
化
区
域
）
と
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
（
市
街
化
調
整
区

域
）
を
定
め
る
。

第
12
条
の
４
　
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
、
次
に
掲
げ
る
計
画
で
必
要
な
も
の
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

1．
地
区
計
画

都
市
計
画
課

国
土
利
用
計
画
法

第
７
条
　
都
道
府
県
は
、
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
お
け
る
国
土
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
８
条
　
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
国
土
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
９
条
　
都
道
府
県
で
は
土
地
利
用
基
本
計
画
を
定
め
、
左
の
第
9条
第
2項
で
示
し
た
地
域
を
定
め
る
。

第
10
条
　
土
地
利
用
基
本
計
画
に
即
し
て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
行
政
機
関
は
公
害
の
防
止
、
自
然
環
境
及
び
農
林
地
の
保
全
、
歴
史
的
風
土
の
保
存
、
治
山
、
治
水

等
に
配
意
し
つ
つ
、
土
地
利
用
の
規
制
に
関
す
る
措
置
を
行
う
。

地
域
振
興
課

土
地
区
画
整
理
法

第
６
条

８
　
事
業
計
画
は
、
環
境
、
交
通
、
災
害
の
防
止
に
配
慮
し
、
公
共
施
設
及
び
宅
地
を
適
切
に
計
画
す
る
。

都
市
計
画
課

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律

第
５
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
住
民
に
と
っ
て
健
全
な
環
境
又
は
公
害
や
災
害
の
防
止
の
効
果
が
著
し
い
近
郊
緑
地
の
土
地
の
区
域
を
、
近
郊
緑
地
保
全
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

企
画
調
整
課

防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進

事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特

別
措
置
等
に
関
す
る
法
律

第
１
条
　
災
害
危
険
区
域
の
う
ち
、
住
民
の
居
住
に
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
内
で
は
住
居
の
集
団
的
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、
移
転
の
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

第
２
条
　
前
条
で
災
害
住
居
の
集
団
的
移
転
を
促
進
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
「
移
転
促
進
区
域
」
と
い
う
。

国
土
交
通
省

都
市
・
地
域
整
備
局

地
方
整
備
課

宅
地
造
成
等
規
制
法

第
20
条
　
宅
地
造
成
に
伴
う
災
害
で
住
民
に
危
害
が
起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
造
成
宅
地
区
域
で
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
を
、
造
成
宅
地
防
災
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
21
条
　
造
成
宅
地
防
災
区
域
内
で
は
造
成
宅
地
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
災
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
擁
壁
等
の
設
置
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

住
宅
課

建
築
基
準
法

第
39
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
、
災
害
の
著
し
い
区
域
を
災
害
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
災
害
危
険
区
域
内
で
の
、
建
築
の
禁
止
や
建
築
の
制
限
は
前
項
の
条
例
で
定
め
る
。

建
築
課

日
向
市
、
伊
達
市
、

札
幌
市

農
地
法

第
３
条
　
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
所
有
権
を
移
転
等
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
た
と
お
り
、
当
事
者
が
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
条
　
農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
人
は
、
政
令
で
定
め
た
と
お
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
条
　
農
地
や
牧
草
地
を
そ
れ
以
外
の
も
の
に
す
る
た
め
、
土
地
に
権
利
を
設
定
し
た
り
、
移
転
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
た
と
お
り
、
当
事
者
が
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
政
課

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律

第
６
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
一
定
の
地
域
を
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
農
業
振
興
地
域
は
、
市
街
化
区
域
を
指
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

〃

条
例
及
び
指
導
要
綱

草
津
市
建
築
物
の
浸
水
対
策
に

関
す
る
条
例

第
１
条
 こ
の
条
例
は
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
建
築
物
お
よ
び
そ
の
利
用
者
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
市
と
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の

浸
水
対
策
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
４
条
 市
民
お
よ
び
事
業
者
は
、
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
建
築
物
の
浸
水
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
そ
の
他
の
浸
水
対
策
を

行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

－
草
津
市

条
例

大
津
市
開
発
指
導
要
綱

琵
琶
湖
沿
岸
で
開
発
を
す
る
場
合
は
、
宅
盤
を
B.
S.
L＋
１
．
５
ｍ
以
上
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
大
津
市

滋
賀
県
指
導
要
綱

土
地
・
建
物
等
の
取
引
に
関
す
る
法
律

宅
地
建
物
取
引
業
法

第
35
条
　
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
て
説
明
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

14
　
そ
の
他
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
の
保
護
の
必
要
性
及
び
契
約
内
容
の
別
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

第
47
条
　
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

1．
宅
地
若
し
く
は
建
物
の
売
買
、
交
換
若
し
く
は
賃
借
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
（
省
略
）
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
故
意
に
事
実
を
告
げ

ず
、
又
は
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為

ニ
　
（
省
略
）
宅
地
若
し
く
は
建
物
の
所
在
、
規
模
、
形
質
、
現
在
若
し
く
は
将
来
の
利
用
の
制
限
、
環
境
、
交
通
等
の
利
便
、
代
金
、
借
賃
等
の
対
価
の
額
　
（
省
略
）
　
宅
地
建
物
取
引

業
者
の
相
手
方
等
の
判
断
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
も
の

住
宅
課

〜

6



危
険
箇
所
へ
の
対
策
と
想
定
さ
れ
る
手
段
 

 種
別

 
対
策

 
想
定
さ
れ
る
手
段
例

 
適
用
法
律

 
国

 
県

 
市
町

 
備
考

 
集
団
移
転
の
促
進

 
防
災
の
た
め
の
集
団
移
転
促
進
事
業

 
（
災
害
危
険
区
域
へ
の
指
定
）

 
移
転
促
進
法

 
( 建
基
法

) 
  

 
(●

) 
●

 
( ●

) 
災
害
危
険
区
域
の
指
定
は
、

県
・
市
町
と
も
に
可

 
災
害
危
険
区
域
の
指
定
＋
条
例

 
建
基
法

 
 

●
 

●
 

 

市
街
化
調
整
区
域
へ
の
編
入

 
都
計
法

 
 

△
 

( 指
定

) 
●

 
 

農
振
農
用
地
の
指
定

 
農
振
法

 
 

△
 

( 同
意
）

 
●

 
 

規
制

 

住
居
の
禁
止
・
抑
制

 

農
地
転
用
の
禁
止

 
農
地
法

 
●

 
 

●
 

●
 

転
用
面
積

2h
a
以
下
：
市
町

 
 
 
 
 

2h
a～

4h
a：
県

 
 
 
 

4h
a
以
上
：
国

 
災
害
危
険
区
域
の
指
定
＋
条
例

 
建
基
法

 
 

●
 

●
 

 
任
意
条
例

 
 

 
 

●
 

草
津
市

 
住
居
の
耐
水
化
を
指
導

 

指
導
要
綱
等
の
策
定

 
 

 
 

●
 

大
津
市

 

指
導

 

冠
水
に
強
い
品
種
へ
の
転
作
を
指
導

 
指
導
要
綱
等
の
策
定

 
 

 
 

 
 

重
要
事
項
説
明
（
狭
義

35
条
）

 
（
災
害
危
険
区
域
へ
の
指
定
）

 
宅
建
業
法

 
( 建
基
法

) 
 

△
 

△
 

災
害
危
険
区
域
の
指
定
は
、

県
・
市
町
と
も
に
可

 
周
知

 
不
動
産
取
引
時
の
周
知
の
義
務
化

 

重
要
事
項
説
明
（
広
義

47
条
）

 
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
策
定
）

 
宅
建
業
法

 
△

 
△

 
△

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
、

国
・
県
・
市
町
と
も
に
可

 
危
険
箇
所
情
報
の
公
表

 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
配
布

 
水
防
法

 
△

 
△

 
●

 
 

広
報

 
防
災
意
識
の
啓
発
活
動

 
訓
練
等
の
実
施

 
水
防
法

 
●

 
●

 
●
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●
危
険
箇
所

現
況
河
道

現
況
河
道
（
平
成
18
年
）

整
備
後
（
将
来
計
画
相
当
）

日
雨
量

17
0m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

50
mm
/1
hr

日
雨
量

38
5m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

86
mm
/1
hr

日
雨
量

52
9m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

10
9m
m/
1h
r

降
雨
規
模

河
道
条
件

栗
東
市

※
 本
資
料
に
示
す
解
析
結
果
は
作
業
途
上
の
も
の
で
あ
り
、
氾
濫
状
況
を
必
ず
し
も
正
確
に

　
 再
現
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
部
外
秘
と
し
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

8

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



●危険箇所の土地利用状況 栗東市

金勝川

草津川

市街化調整区域
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●
危
険
箇
所

現
況
河
道

現
況
河
道
（
平
成
18
年
）

整
備
後
（
将
来
計
画
相
当
）

日
雨
量

17
0m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

50
mm
/1
hr

日
雨
量

38
5m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

86
mm
/1
hr

日
雨
量

52
9m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

10
9m
m/
1h
r

降
雨
規
模

河
道
条
件

栗
東
市

※
 本
資
料
に
示
す
解
析
結
果
は
作
業
途
上
の
も
の
で
あ
り
、
氾
濫
状
況
を
必
ず
し
も
正
確
に

　
 再
現
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
部
外
秘
と
し
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

10

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



●危険箇所の土地利用状況 栗東市

市街化調整区域

葉山川

伊佐々川
放水路

中ノ井川

11



●
危
険
箇
所

現
況
河
道

現
況
河
道
（
平
成
18
年
）

整
備
後
（
将
来
計
画
相
当
）

日
雨
量

17
0m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

50
mm
/1
hr

日
雨
量

38
5m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

86
mm
/1
hr

日
雨
量

52
9m
m

ﾋﾟ
ｰｸ
雨
量

10
9m
m/
1h
r

降
雨
規
模

河
道
条
件

栗
東
市

※
 本
資
料
に
示
す
解
析
結
果
は
作
業
途
上
の
も
の
で
あ
り
、
氾
濫
状
況
を
必
ず
し
も
正
確
に

　
 再
現
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
部
外
秘
と
し
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

12
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●危険箇所の土地利用状況 栗東市

葉山川

市街化調整区域

伊佐々川
放水路

中ノ井川

駒井川
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●危険箇所 野洲市

※ 本資料に示す解析結果は作業途上のものであり、氾濫状況を必ずしも正確に
　 再現できていない場合がありますので、部外秘とし、取り扱いには注意して下さい。

現況河道
現況河道（平成18年） 整備後（将来計画相当）

日雨量
170mm

ﾋﾟｰｸ雨量
50mm/1hr

日雨量
385mm

ﾋﾟｰｸ雨量
86mm/1hr

日雨量
529mm

ﾋﾟｰｸ雨量
109mm/1hr

降雨規模

河道条件

日雨量
634mm

ﾋﾟｰｸ雨量
131mm/1hr

14
再現できていない場合があります。　　　　　　



日野川

家棟川

市街化調整区域

●危険箇所の土地利用状況
野洲市

光善寺川

篠原駅
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●危険箇所 野洲市

５日雨量
227mm

琵琶湖水位
B.S.L+0.61m

５日雨量
361mm

琵琶湖水位
B.S.L+1.04m

５日雨量
416mm

琵琶湖水位
B.S.L+1.36m

湖岸及び瀬田川の整備状況（平成16年）

降雨規模

河道条件
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●危険箇所の土地利用状況
野洲市

←図内全域、市街化調整区
域

旧野洲川
北流

家棟川

日野川

野洲川
放水路
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